
平和ネットが19日定例街宣
　本日 7 月 19 日は、平和
をあきらめない北九州ネッ
トの定例街宣。最近は小倉
駅前と折尾駅前の二ヵ所
宣伝にして、小倉駅前には
25 名、折尾駅前には 17 名
の参加。
ビラの片面は核兵器廃絶
に向けた運動参加の呼びか
け、その裏面は日本とNATOの軍事連携についてのビラ。
スピーチは、だいたいその内容の線に沿ったものだけど、それに自分
が思いを寄せていることなどを加えています。
今回初めて分かったのですが、大軍拡反対の署名や核兵器禁止条約批

准を求める署名など 2～ 3種類の署名を持って、相手の反応を見ながら
「これはどうですか」みたいな感じで、他の署名用紙も差し出しているみ
たいです。さすがだなー。
しかし、いつ見ても女性が多い。だいたい参加者の 6割か 7割が女性。
新婦人のみなさんや、I（ｱｲ）女性会議のみなさん、いつもありがとうご
ざいます。 （竹内俊一氏FBより）

7 月 22 日 午 後、
生涯学習センターで
開かれた、北九州憲
法ネット主催の「憲
法連続講座：弁護士
に聞いてみよう！憲
法のはなし」には、
13 人の方が参加。
三輪副座長の挨拶の
あと、講師の小野純
司弁護士（小倉南法律事務所）が、優しい口調で話しました。そのあと、
講師への質問も交えて、参加者の自己紹介がなされました。
足が悪く、電動車いすで来た女性は、「日本の憲法は、世界最大の安全

保障と思う。障害のある自分が JRにスムーズに乗れるのも憲法があるか
ら」。小倉北区の男性は「笑いは、権力者を笑い飛ばす。この事を大事に
している。小学 3年生の孫には、（松元ヒロの）“憲法くん”の様になっ
てほしい」。小倉南から参加した行政書士の方は、「その国の憲法前文が
あるところは 59か国だと言う。中には“神”という言葉が出てくる国も
ある。今、日本で改憲の風潮が出て来ているが、心配している」等々、
多くの発言がなされました。
これらの疑問に答える形で、講師は「日本の憲法は、国家権力を制限

し、国民の権利・自由を守る法体制と最初に述べたが、憲法 13条は、国
民一人ひとりが大切だとしている。これは他人も大切ということだ。今、
“世界の情勢にマッチしていないので憲法 9条を無くせ！”という人もい
るが、“9条を無くしたら日本は平和になるのか？平和を求めるには、軍
事でなく、別の方向もあるという事を広く知らせることが大切だと思う」
とまとめの発言を行い、この日の講座を閉めました。

（野瀬記）

今日は、広島に原爆が投下されて 78
年の 8 月 6 日。14 時から小倉駅前で、
原爆写真パネルを持って、スピーチと署
名活動。広島、長崎の現地に行ってい
ろんな集いに参加して学び、アピールす
るのもいいし、地元でアピールして核兵
器廃絶を訴えることも大切。
小倉は陸軍小倉造兵廠があったので 8

月 9日の原爆投下の第一目標でした。こ
の地から核兵器廃絶を訴えることは、特別な、重い意味があると思います。
僕らは従来から取り組まれてきたことを継承しつつも、世界の情勢やいろい

ろな知識を伝える取り組みも強めていかねばならないなと感じています。
それにしても、今日も暑かった。この 2～ 3日、身体がものすごくだ

るくて、調子悪かったんです。それに午前中も活動していた方もおりま
したんで、1時間の行動としました。 （竹内俊一さんFBより）

核兵器廃絶の緊急行動世界各国の政府に訴え

原水爆禁止世界大会
ヒロシマデー集会

広島に原爆が投下されてから 78
年となった６日、原水爆禁止 2023
年世界大会ヒロシマデー集会が広
島市内で開かれました。すべての
国の指導者に核兵器廃絶にむけた
緊急の行動を訴える「広島からす
べての国の政府への手紙」を採択。
日本共産党の志位和夫委員長があいさつし、カナダ在住の広島被爆者、
サーロー節子さんが訴えました。同日行われた広島市主催の平和記念式
典では、松井一実市長が「世界中の指導者は、核抑止論は破綻している
ということを直視し、私たちを厳しい現実から理想へと導くための具体
的な取り組みを早急に始める必要がある」として、日本政府に一刻も早
く核兵器禁止条約の締約国となるよう求めました。

禁止条約を力に禁止条約を力に
原水爆禁止世界大会・長崎 開会総会原水爆禁止世界大会・長崎 開会総会
「被爆者とともに、核兵器のな
い平和で公正な世界を：人類と地
球の未来のために」をテーマに、
原水爆禁止 2023 年世界大会・長崎
の開会総会が７日、長崎市内で開
かれました。世界の市民や政府代
表、被爆者、反核平和団体の代表
らが集まり、核なき世界の実現に
向けた取り組みを報告。核兵器禁
止条約を力に、核兵器廃絶に向け
て連帯を広げようと呼びかけました。
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７月 26日、平和とくらしを守る北九州市民の会は、高
齢者の補聴器購入助成制度について年金者組合北九州協
議会との懇談を行い８名が参加しました。
市民の会の石田康高代表委員から「第 33 回幹事会で

当面する市民運動の具体化として、学校給食無償化、高
齢者補聴器購入助成を実現するため幅広い運動を行うこ
とを決め、その第一歩として、運動を具体化するための
懇談をお願いしました」とのべました。
高齢者補聴器購入助成制度について①この２年間で 35

から 156 自治体に急速に広がっている。②自治体におけ

る難聴高齢者の社会参加に向けた適切な補聴器利用とそ
の効果に関する研究がすすめられている。③医師が自治
体へ働きかけ、新潟県では全自治体で実施、などについ
て資料説明された。北九州市でも実現へ向けた取り組み
を、各区での学習会や耳鼻咽喉科医師との懇談などすす
め、市への要請（署名）を強めることを呼びかけました。

高齢者補聴器購入助成制度の創設をめざして懇談


